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大空に向かって“ヤー！”（9月25日 : 運動会）

平成21年度決算
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一
般
会
計
決
算

歳
入

一
般
会
計
決
算

歳
入

前
年
度
比　

５・９
％
増

２
３
４
億
９
、８
６
６
万
４
千
円

注1　市税は、前年度より3億1,000万円の減収
注2　地方交付税は、前年度より1億6,400万円の増	
注3　国県支出金は、臨時交付金などで6億2,000万円の増

※H19年度市税収入は、税源移譲により所得譲与税4億8,500万
　円が市税へ振替

〈市税の内訳〉
市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

◎
赤
字
額
は
前
年
度
よ
り
２
億
円
の
減
少

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
５
億
５
、０
５
５
万
円
の
赤
字
額
と
な
り
、
平
成
13
年
度
以
降
、
９

年
連
続
し
て
の
赤
字
決
算
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
よ
り
２
億
１
千
万
円
余

り
の
赤
字
額
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
年
度
収
支
で
平
成
19
年
度
よ
り
３
年
連
続
し
て
の

黒
字
額
を
計
上
し
、
そ
れ
に
よ
り
累
積
赤
字
額
は
、
３
年
間
で
約
４
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の
市
税
収
入
は
、
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
本
市
の

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
ま
た
、
最
終
年
度
を
迎
え
た
「
大
和
高
田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
着
実
な
実
行
（
人
件
費
・
公
債
費
の
削
減
、
事
務
事
業
等
の
見
直
し
な
ど
の
効
果
）
が
、
赤
字
額
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
で
は
、
ま
だ
５
億
円
余
り
の
累
積
赤
字
が
あ
り
、
県
内
の
各
市
町
村
と
比
べ
て
も
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。
そ
の
対
処
と
し
て
、
今
ま
で
の
行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、
３
か
年
計
画
で
、
新
た
な
行
財
政
改
革
で
あ
る
「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、

平
成
22
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ら
な
る
事
業
の
見
直
し
、
経
費
の
削
減
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
累
積
赤
字
５
億
円
余
り
の
早
期
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
決
算
額
と

比
べ
て
13
億
８
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
は
臨
時
収
入
で
あ
る
、
地
域

活
性
化
臨
時
交
付
金
・
定
額
給
付
金
事
業

補
助
金
７
億
７
千
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
項
目
で
は
、
市
税
【
表
１
】

で
景
気
低
迷
や
固
定
資
産
の
評
価
替
え
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
約
３
億
円
余
り
減

収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、使
用
料
・
分
担
金
・

※表1

市税と地方交付税（臨時財政対策債含）の推移

66

70

74

78

82

86

Ｈ.16Ｈ.15 Ｈ.17 Ｈ.18 Ｈ.19 Ｈ.20 Ｈ.21

諸
収
入
に
お
い
て
も
、
前
年
度
よ
り
合
計
で

５
、３
０
０
万
円
余
り
の
減
収
と
い
う
、
厳
し

い
財
政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

か
ら
の
地
方
財
政
対
策
と
し
て
、
地
方
交
付

税
と
臨
時
財
政
対
策
債
で
、
前
年
度
よ
り

４
億
９
千
万
円
増
収
と
な
り
、
市
税
な
ど
の

減
収
分
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
・
県
支
出
金
、
市
債
に
つ
い
て
は
、

歳
出
の
増
加
に
と
も
な
う
法
定
割
合
分
が
、

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
臨
時
収
入

で
あ
る
市
有
財
産
売
払
収
入
、
基
金
繰
入

金
で
は
、
３
億
４
、８
０
０
万
円
、
前
年
度

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税注1 69億1,066万4千円 △ 4.3% 29.4%
地方譲与税等 8億9,575万6千円 △ 0.1% 3.8%
地方交付税注2 65億									948万6千円 2.6% 27.7%
分担金及び負担金 2億7,205万5千円 △ 0.6% 1.2%
使用料及び手数料 7億4,294万6千円 △ 4.6% 3.2%
国庫･県支出金注3 51億2,697万9千円 13.8% 21.8%
財産収入 1,588万1千円 △ 86.3% 0.1%
繰越金 6,106万6千円 26.2% 0.3%
繰入金 2,000万0千円 △ 92.5% 0.1%
諸収入等 3億4,673万1千円 △ 4.8% 1.4%
市債 25億9,710万0千円 89.2% 11.0%
合　　計 234億9,866万4千円 5.9％ 100％

平成21年度の 決　算 をお知らせします
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一
般
会
計
決
算

歳
出

一
般
会
計
決
算

歳
出

２
４
０
億
４
、５
４
１
万
４
千
円

前
年
度
比　

５・０
％
増

注1　人件費は、職員退職金を除くと前年度より2億1,200万円の減	
注2　扶助費は、福祉関係などで、前年度より4億900万円の増
注3　市債の元利償還金である公債費は、実質額で1億7,200万円の減少
注4　普通建設事業費は、高田認定こども園建設などで4億2,700万円の増
注5　繰上充用金とは、平成20年度の一般会計の実質赤字額を表す

※地方債残高については、平成21年度末と平成15年度末残高を比較して、	80億6千万円
　減少している。これは、従前からの取り組みである普通建設事業の抑制により、市債の発
　行が減となりその効果が表れている。	
※臨時財政対策債とは、本来普通交付税として交付されるべき金額を、国により地方債に振
　り替えられたものであり、その元利償還金は交付税に算入される。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
決
算
額
と

比
べ
て
、
11
億
５
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
活
性
化
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
た
教
育
施
設
や
道
路
な
ど
の
施
設
の
整

備
、
前
年
度
か
ら
の
定
額
給
付
金
事
業
な
ど

の
臨
時
要
因
で
、
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
項
目
で
は
、
人
件
費
で
職

員
の
退
職
に
よ
る
効
果
や
、
職
員
給
料
の

３
％
カ
ッ
ト
な
ど
の
継
続
に
よ
り
、
実
質
額
で

２
億
１
、２
０
０
万
円
、
元
利
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
で
実
質
額
１
億
７
、２
０
０
万
円

前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
行
財
政
改
革
、
並
び
に
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
退
職

者
の
不
補
充
や
管
理
職
早
期
退
職
者
制
度

に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、
地
域
手

当
や
管
理
職
手
当
の
削
減
、
特
殊
勤
務
手

当
の
見
直
し
等
を
実
施
し
、
総
人
件
費
の
抑

制
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
と
21
年
度
を

比
較
す
る
と
、
人
件
費
で
は
、
15
億
３
千
万

円
（
約
26
％
）
を
削
減
し
ま
し
た
。（
平
成

19
年
度
か
ら
は
、
職
員
給
料
の
３
％
カ
ッ
ト
も
あ

わ
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
職
員
数
で
も
、
平
成
22
年
４
月
ま

で
の
７
年
間
で
１
７
９
人
減
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
一
般
会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）【
表
３
】

◎
人
件
費
と
職
員
数
の
推
移

※表２　地方債の現在高の状況

※表３　人件費と職員数（退職手当を除く）

380万0千円

歳入

歳出

翌年度繰越財源

実質収支赤字額

234億9,866万4千円

240億4,541万4千円

△ 5億5,055万円0千円

H.15 H.16 H.17 H.18 H.19 H.20 H.21

一般会計 291.4億円 266.2億円 239.9億円 218.8億円 198.5億円 180.6億円 169.6億円
臨時財政
対 策 債 24.9億円 35.6億円 43.6億円 50.0億円 55.2億円 59.3億円 66.1億円

合　   計 316.3億円 301.8億円 283.5億円 268.8億円 253.7億円 239.9億円 235.7億円

歳出 決算額 前年度対比 構成比
人件費注1 51億9,555万8千円 △ 0.3% 21.6%
扶助費注2 45億3,282万9千円 9.9% 18.8%
公債費注3 34億8,683万3千円 6.6% 14.5%
普通建設事業費注4 14億2,158万5千円 43.0% 5.9%
物件費 26億4,660万6千円 3.6% 11.0%
維持補修費 9,096万3千円 38.2% 0.4%
補助費等注4 32億9,062万6千円 △ 8.7% 13.7%
繰出金 26億								958万9千円 18.7% 10.9%
積立金 646万7千円 △ 38.2% −
繰上充用金注5 7億6,435万8千円 △ 11.5% 3.2%
合　　計 240億4,541万4千円 2.1％ 100％

平成21年度の 決　算 をお知らせします

　

し
か
し
、
扶
助
費
で
は
、
社
会
情
勢
を
反

映
し
て
４
億
円
余
り
、
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。
な
お
、行
財
政
改
革
で
あ
る
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
平
成
21
年
度
効
果
額
と

し
て
は
、
人
件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
、
８
項
目
で
４
億
６
、９
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
前
教
育
の
充
実
を
期
し
て
の
、

高
田
認
定
こ
ど
も
園
新
築
事
業
費
２
億
３
千
万

円
、
大
和
高
田
市
部
分
の
開
通
と
な
る
、
中

和
幹
線
道
路
事
業
費
４
億
６
、４
０
０
万
円
、

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
計
画
に
基
づ

く
用
地
購
入
費
２
億
９
、６
０
０
万
円
な
ど
、

事
業
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
債
残
高
は
、
年
々
減
少
し

て
、
21
年
度
末
【
表
２
】
は
、
前
年
度
に
比
べ

４
億
１
、７
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
21
年
度
収
支
は
、
１
億
１
、７
２
８
万
円
の
純

利
益
と
な
り
、
そ
の
う
ち
１
億
１
、７
０
０
万
円
を
後

年
度
負
担
に
備
え
る
た
め
、
建
設
改
良
積
立
金
な
ど

へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

収
益
面
で
は
、
水
道
料
金
収
入
な
ど
で
、
前
年
度

よ
り
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
人
件
費
、
経
費
な
ど
の

支
出
の
削
減
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
で
は
、
災
害
対
策
と
し
て
天
満
配
水
場

の
電
気
設
備
改
修
工
事
や
、
給
配
水
管
工
事
57
か
所

２
億
３
、８
８
１
万
円
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
備
え
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
も
努
め

ま
す
。

　

 

平
成
21
年
度
収
支
は
、
３
、９
５
９
万
８
千
円
の
純
利
益
と

な
り
、
４
年
ぶ
り
の
単
年
度
収
支
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
該
年
度
末
で
は
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
と
あ
わ

せ
て
９
億
１
、７
４
１
万
円
の
累
積
赤
字
額
で
す
。
累
積
赤
字

額
の
う
ち
、
内
部
留
保
資
金
等
で
１
億
７
、０
１
６
万
５
千
円

を
補
て
ん
し
た
も
の
の
、
残
り
の
７
億
４
、７
２
５
万
円
は
、
翌

年
度
へ
の
繰
越
欠
損
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
面
で
は
、
特
に
入
院
収
益
で
病
床
利
用
率
の
向
上
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
約
３
億
円
増
収
と
な
り
ま
し
た
。　

　

支
出
面
で
は
、
患
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
診
療
に
要
す
る

経
費
は
増
加
し
ま
し
た
が
、 

そ
の
経
費
は
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
経
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
平
成
21
年
度
か

ら
、「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
行
し
、
経
営
の
早
期
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

会　計　名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支
国民健康保険事業 70億7,510万3千円 73億2,591万5千円 △2億5,081万2千円 0 △2億5,081万2千円
国民健康保険天満診療所 1億5,801万7千円 1億3,301万4千円 2,500万3千円 0 2,500万3千円
住宅新築資金等貸付金 6,440万9千円 2億9,224万4千円 △2億2,783万5千円 0 △2億2,783万5千円
老人保健医療事業 1,429万0千円 1,649万8千円 △220万8千円 0 △220万8千円
下水道事業 25億9,625万5千円 25億9,613万1千円 12万4千円 12万4千円 0
駐車場事業 3,207万4千円 2億4,785万0千円 △2億1,577万6千円 0 △2億1,577万6千円
介護保険事業 40億2,495万2千円 39億5,262万6千円 7,232万6千円 0 7,232万6千円
後期高齢者医療保険事業 5億2,087万2千円 5億1,822万7千円 264万5千円 0 264万5千円

合 　　　 計 144億8,597万2千円 150億8,250万5千円 △5億9,653万3千円 12万4千円 △5億9,665万7千円

水道事業収益内訳　19億　210万2千円

水道事業費用内訳　17億8,482万2千円

病院事業収益内訳　64億5,643万4千円

病院事業費用内訳　64億1,683万6千円

水　道　事　業

病　院　事　業
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　地方公共団体の財政の健全度を表す、健全化判断比
率等の公表が、法律により義務付けられています。一
定の基準値を超えると、財政が危機的な状態である「早
期健全化団体」や「財政再生団体」となり、国、県の
指導のもとに財政再建計画を策定することとなります。
　平成 21 年度決算での健全化判断比率では、一般会

計の赤字額の減少、市債の元利償還金の減少などによ
り、全ての指標で前年度より良化し、また国から示され
た基準値を下回っています。
　平成22年度以降も赤字額の削減などに取り組むこと
により、さらなる財政指標の良化をめざします。
※詳しい内容については、市のホームページをご覧ください。

（単位；％）

指標 Ｈ21年度 Ｈ20年度 増減 早期健全化団体
基準値

財政再生団体
基準値 指標の内容

実質赤字比率 5.62 7.13 △1.51 12.87 20.00 一般会計等の赤字額の標準財政規模注1に対する比率
連結実質赤字比率 4.38 7.11 △2.73 17.87 40.00 市の全会計の赤字額の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 18.3 19.7 △1.4 25.0 35.0	 公債費及び公債費に準ずる経費の標準財政規模に
対する割合

将来負担比率 151.7 176.3 △24.6 350.0 − 地方債残高など市が将来負担すべき実質的な負債
額の標準財政規模に対する割合

資金不足比率 8.7 14.3 △5.6 20.0 − 水道・病院・下水道会計の資金不足額注2 の事業規
模注3 に対する割合

※増減の△表示は前年度より数値が良化したことを示す
注 1　標準財政規模とは地方公共団体が標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の総額	
注 2			資金不足額とは､ 年度末での（流動資産 - 流動負債）の額　　　　　注 3			事業規模とは市立病院決算額の医業収益

すべての健全化判断比率が、前年度より良化

高田おかげ祭り
10月9日〜11日
往時のにぎわいが、
現在によみがえる
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平
成
18
年
４
月
か
ら
ゴ
ミ
有
料
化
を
実
施
し
、４
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、ゴ
ミ
の
分
別
と
減
量
への
取
り
組
み
が
定
着
し
、

平
成
21
年
度
に
は
、
１
億
５
千
万
円
も
の
財
政
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
、
市
が
収
集
す

る
有
料
袋
の
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
平

成
17
年
度
と
比
べ
、４
、１
０
９
ト
ン

（
約
24
・
２
％
）
の
減
量
と
な
り
、

粗
大
ゴ
ミ
収
集
量
（
市
収
集
分
）

も
約
１
／
８
程
度
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
己
搬
入
も
含
め

た
ゴ
ミ
総
量
で
も
、
１
、７
２
８
ト
ン

（
約

６.1
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
ゴ
ミ
の
有
料
化

と
搬
入
手
数
料
の
改
正
に
よ
る
効

果
と
し
て
、
平
成
17
年
度
と
比
べ
、

１
億
５
、６
０
０
万
円（
❶
）
も
の

歳
入
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
成

果
と
し
て
、
資
源
物
で
あ
る
紙
類
の

売
却
量
は
6.6
倍
と
増
加
、
歳
入
面

も
平
成
17
年
度
よ
り
約
４
９
０
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
・
金

属
類
、
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
な
ど
を
含
め

た
資
源
物
全
体
の
歳
入
で
は
、
約

８
９
１
万
円
（
❷
）
増
加
し
て
い
ま

す
が
、平
成
20
年
度
の
効
果
額
（
約

１
、７
０
０
万
円
）
と
比
べ
る
と
、

約
１
／
２
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
世
界
同
時
不
況
以
降
、
古
紙
・

金
属
類
な
ど
の
価
格
の
低
迷
と
紙

類
の
減
少
が
影
響
し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
21
年
度
、
ゴ
ミ
有
料
化
に

よ
る
効
果
額
は
、
有
料
化
に
よ
る

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
、
自
然

環
境
を
守
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、３
R
「
リ
デ
ュ
ー

ス
（
ゴ
ミ
出
さ
な
い
）」「
リ
ユ
ー

ス
（
再
利
用
す
る
）」「
リ
サ
イ
ク

ル
（
資
源
に
す
る
）」
へ
の
一
層
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
、「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
）」
は
、
環
境
へ
の
負
担
が
少
な

い
、
優
れ
た
取
り
組
み
で
す
。
ゴ

ミ
そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
や
、
ゴ

ミ
に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
よ
う
、

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

                 

☎
52
・
１
６
０
０
〕

歳
入
歳
出
効
果
、
分
別
資
源
物
の

歳
入
効
果
、
減
量
に
よ
る
処
理
経

費
の
削
減
、
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
に

係
る
処
理
経
費
の
歳
出
も
含
め
約

１
億
５
千
万
円
の
財
政
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
効
果
額
は
、
一
般
会
計
の
歳

入
に
組
み
入
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
と
と
も
に
、
資
源

ゴ
ミ
を
、
市
の
収
集
日
に
あ
わ
せ

て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成17年度
（トン）

平成18年度
（トン）

平成19年度
（トン）

平成20年度
（トン）

平成21年度
（トン）

平成17年度・21年度
との比較

有料化に伴う
歳入増（千円）

　（可燃物）
市収集分 16,987 13,545 13,235 13,034 12,878 △24.2% △4,109トン 92,832
自己搬入分 8,632 8,174 8,841 9,121 11,209 29.9% 2,577トン 59,508
合　　計 25,619 21,719 22,076 22,155 24,087 △6.0% △1,532トン 152,340

　（粗大ゴミ）
市収集分 1,004 260 178 144 130 △87.1% △874トン 3,715
自己搬入分 867 994 1,010 702 755 △12.9% △112トン ー
合　　計 1,871 1,254 1,188 846 885 △52.7% △986トン 3,715

その他市収集分 1,063 1,616 1,577 1,681 1,853 74.3% 790トン ー

ゴミ総量等 28,553 24,589 24,841 24,682 26,825 △6.1% △1,728トン ❶156,055
　（資源物）
紙　　類 149 1,058 1,456 1,403 988 563.1% 839トン 4,902
カン・金属類 728 548 514 491 474 △34.9% △254トン 469
ビン・ペット 446 526 493 430 543 △21.7% 97トン 3,544

合　　計 1,323 2,132 2,463 2,324 2,005 51.5% 682トン ❷ 8,915

【クリーンセンターへのゴミ・資源物の総量・歳入比較】

【ゴミ有料化の効果額】

費　目 金　額（千円）
①有料化・手数料値上げに伴う効果額 156,055
②資源物売却に伴う効果額 8,915
③ゴミ有料化に伴う経費（ゴミ袋作成代等） △ 21,944
④ゴミ処理経費・資源物処理経費に伴う効果額 7,160

ゴミ有料化に伴う効果額合計 150,186

「大和高田市立病院
改革プラン」

の進捗状況

ゴミ有料化４年

分
別
・
減
量
で
１
億
５
千
万
円
の
財
政
効
果
ゴ
ミ
有
料
化
に
よ
る

成
果

環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
と
３
Ｒ
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「大和高田市立病院
改革プラン」

の進捗状況

　

大
和
高
田
市
立
病
院
で
は
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
め
ざ

し
、
中
和
地
域
に
お
け
る
基
幹
的
な
公
的
医
療
機
関
と
し
て
、

安
心
・
安
全
で
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
21
年
３

月
に
経
営
の
効
率
化
を
主
体
と
し
た
「
大
和
高
田
市
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
期
間
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
５
か
年
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
ま
で
に
単
年
度
収
支
の
黒
字
化
を
図
り
、
さ
ら
に
平
成
24
年

度
の
不
良
債
務
の
解
消
を
め
ざ
し
、
現
在
、
病
院
を
あ
げ
て
改

革
の
推
進
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
は
、
病
床
利

用
率
の
向
上
、
経
費
削
減
等
の
努
力
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
黒

字
決
算
と
な
り
、
医
療
の
充
実
と
併
せ
、
着
実
な一歩
を
踏
み
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
第
１
回
目
の
公
表
と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
決
算

を
も
と
に
「
大
和
高
田
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
進
捗
状
況
」
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
を
、「
市
立
病
院
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
」
と
「
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
市

立
病
院
１
階
ロ
ビ
ー
」「
市
役
所
３
階
の
企
画
法
制
課
（
情
報
公

開
室
）」
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成19年度
実績

平成20年度
実績

平成21年度 平成22年度
計画

平成23年度
計画

平成24年度
計画計画 決算値 増減

経常収支比率（%） 96.1 96.3 99.4 100.9 1.5 100.3 100.5 101.7

職員給与費比率（医業収益比：%） 50.4	 49.7 49.6 48.6 △	1.0 49.1 48.4 46.8

病床利用率（%） 79.7 79.4 80.0 83.1 3.1 81.5 83.0 85.0

平均在院日数（日） 14.9 15.4 15.7 16.2 0.5 15.6 14.8 14.6

医業収支比率（%） 97.6 98.4 101.8 103.2 1.4 102.6 102.6 103.9

不良債務比率（%） 11.4 14.4 11.0 8.7 △ 2.3 8.2 4.1 ー

患者1人1日当たり診療収入（入院：円） 36,107 37,492 40,708 38,958 △	1,750 40,912 41,117 41,323

患者1人1日当たり診療収入（外来：円） 8,524 8,855 9,088 9,113 25 9,179 9,271 9,364

患者1人1日当たり薬品費（円） 1,846 1,841 1,648 1,788 140 1,664 1,681 1,698

平成19年度
実績

平成20年度
実績

平成21年度 平成22年度
計画

平成23年度
計画

平成24年度
計画計画 決算値 増減

年間総手術件数 2,269 2,154 2,336 2,453 117 2,365 2,430 2,453

患者紹介率（%） 27.1	 26.0 26.1 26.9 0.8 27.2 28.5 30.0

逆患者紹介率（%） 8.5 14.6 9.2 15.4 6.2 9.4 9.6 10.0

救急車による年間患者数（人） 1,576 1,265 1,320 1,250 △ 70 1,450 1,480 1,500

地域医療相談件数 834 1,019 950 1,364 414 1,010 1,020 1,030

年間延入院患者数 93,375 92,793 93,440 97,099 3,659 95,192 97,210 99,280

年間延外来患者数 221,602 214,347 223,850 211,802 △	12,048 226,962 230,092 233,240

　

人
々
の
ざ
わ
め
き
が
、
聞
こ

え
て
き
そ
う
な
写
真
で
す
。
よ

く
見
る
と
、
げ
た
履
き
の
人
が

多
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ぺ
ー
ジ
で
す
。

〔市立病院　☎ 53-2901〕
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急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た

の
で
、
電
話
で
借
り
入
れ
の
申
し

込
み
が
で
き
る
業
者
を
探
し
て
、

3
万
円
を
借
り
た
。
利
息
を
含
め
、

20
日
間
で
5
万
円
を
返
済
し
た
が
、

後
日「
ま
だ
返
済
さ
れ
て
い
な
い
」

と
、
元
の
返
済
額
に
遅
延
金
2
万

円
を
加
算
し
た
7
万
円
を
、
さ
ら

に
請
求
さ
れ
た
。

<

20
歳
代　

男
性

請
求
金
額　

7
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般

的
な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の

で
す
。特
定
の
相
談
事
例
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
事
例

人
と
の
出
会
い
が

　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
生
き
方
を
変
え
る

94

　

と
き
ど
き
、

「
人
権
教
育
と
は
、
何
で
す
か
」

と
、聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
う
答
え
て
い
ま
す
。

「
そ
ん
な
教
科
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

た
だ
、
自
分
の
『
生
き
方
』
を
問

う
教
育
で
す
」

　

次
に
、

「
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
事
な

ん
で
す
か
」

と
も
、
聞
か
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
（
ま
た
は
お
と
な
）

に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
し
て

い
る
人
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
出

会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
答
え
て
い
ま
す
」
と
は
、
い

い
か
げ
ん
な
答
え
方
で
あ
る
、
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

20
数
年
間
人
権
教
育
に
関
わ
っ
て

き
た
私
な
り
の
結
論
が
、『
人
と

の
出
会
い
』
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。

　
『
差
別
は
、
だ
め
で
あ
る
』
と

い
う
こ
と
は
、
誰
し
も
口
に
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
世
の

中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
差
別
は
あ
り

ま
す
。『
人
権
問
題
』
は
、『
１
＋

１
＝
２
』
と
い
う
よ
う
な
、理
論
・

理
屈
で
答
え
が
で
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
の
で
す
。

　

差
別
は
、
必
ず
人
と
人
と
の
関

係
に
よ
っ
て
存
在
し
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、『
人
権
問
題
』
は
、
人

の
『
生
き
方
』
に
関
わ
る
問
題
な

の
で
す
。

　

人
は
、
決
し
て
自
分
一
人
で
は

生
き
て
は
い
ま
せ
ん
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
自
分
の
『
生
き
方
』
は
、

自
分
だ
け
で
は
決
ま
っ
て
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
多
か
れ
少
な
か

れ
、そ
こ
に
は
、『
人
と
の
出
会
い
』

が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
「
あ
の
人
に
出
会
わ
な
か
っ
た

ら
、
今
の
自
分
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
、
よ
く
聞
か
れ
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
自
分
自
身
を
変

え
て
い
く
に
は
、
人
と
の
出
会
い

が
、
絶
対
必
要
な
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
人
の
生

き
方
に
学
び
、
自
分
自
身
の
生
き

方
に
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

利用しないで！
「ヤミ金融」

業
者
の
正
体
は「
ヤ
ミ
金
融
業
者
」

　

調
査
の
結
果
、
相
談
者
が
利
用

し
た
金
融
業
者
は
、い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
業
者
」
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ヤ
ミ
金
融
業
者
は
、

貸
金
業
法
に
基
づ
く
登
録
を
受
け

ず
に
、
違
法
に
貸
金
業
を
営
む
業

者
で
す
。
そ
の
中
に
は
、違
法
な
高

金
利
で
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
た

り
、
借
り
手
を
精
神
的
に
追
い
詰

め
る
よ
う
な
、
過
剰
な
取
り
立
て

を
お
こ
な
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

毅き

然ぜ
ん

と
し
た
対
応
を

　

ヤ
ミ
金
融
業
者
と
の
貸
付
契

約
は
無
効
（
不
法
原
因
給
付
）

な
の
で
、
相
談
者
が
お
金
を
返
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
に

対
し
て
は
、「
返
済
義
務
は
な
い
」

と
毅き

ぜ
ん然
と
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
き
っ
ぱ
り
断
れ
な
か
っ
た

り
、
取
り
立
て
に
屈
し
て
支
払
い

を
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
場
合
、

い
つ
ま
で
も
ヤ
ミ
金
融
業
者
と
の

関
係
が
断
ち
切
れ
ま
せ
ん
。
も
し

国または都道府県
知事への登録

ヤミ金融業者

　
　違

法
な
営
業

適正に営業を
する貸金業者
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高い安全性能や燃費のよさ、自動車は進歩し続
けていますねぇ。

そういえば、自動車の「電子キー」で、い
くつかのトラブルが報告されているよ。

自動車に近付けば、自動的にドアの解錠や施錠
ができるようになるキーのことですね。

そう。「電子キーの電池切れが原因で、ドア
が自動的に施錠され、キーや人が閉じ込め

られた」など、電池切れにともなうトラブルが多い
ようだね。電池を定期的に交換し、キーを車内に
置いたまま車を降りない、といった注意が必要だ。

そして、なにより安全運転を！

それが一番大切だね。

自動車の「電子キー」の
電池切れに注意

教えて！
最新情報

〔
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

内
線
３
１
４
〕

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
ら
な
い
穴
場
ス

ポ
ッ
ト
や
路
地
裏
の
楽
し
み
方
、
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
業
界
の
実
情
が
紹
介
さ
れ
て

い
て
、
京
都

の
違
う
側
面

が
見
ら
れ
る

本
で
す
。

矢
貫 

隆 

著
／
文
藝
春
秋

『
タ
ク
シ
ー
運
転
手
が
教
え
る
秘
密
の
京
都
』

七
五
三

　

子
ど
も
の
成
長
を
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
の
加
護
を
祈
る
年
中
行
事

で
、
3
歳
・
5
歳
・
7
歳
の
時
に

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、「
祝

う
」
本
の
紹
介
で
す
。

『
京
都
お
守
り
手
帖
』

（
光
村
推
古
書
院
編
集
部 

編

／
光
村
推
古
書
院
）

　

社
寺
の
数
が
多
い
京
都
に
は
、
お

守
り
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
数
多
い
お
守
り
を
、
ご
利
益
別
に

紹
介
。
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
お
守

り
を
選
ん
で
、
さ
あ
、
京
都
へ
！

『
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
!!
お
べ
ん
と
う

が
た
の
し
い
飾
り
巻
き
ず
し
』

（
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ａ
寿
司

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
編
、

川
澄 

健
・
後
藤 

幸
子 

著

／
毎
日
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

　

色
つ
き
寿
司
め
し
や
具
材
を
使
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
絵
柄
の
巻
き
ず
し

を
作
り
ま
せ
ん
か
？
お
祝
い
が
さ
ら

に
華
や
か
に
な
り
ま
す
よ
。

『
み
ん
な
で
げ
ん
き
七
五
三
』

（
寺
村 

輝
夫 

作
、い
も
と 
よ
う
こ 

絵
／
あ
か
ね
書
房
）

　
「
く
り
の
き
え
ん
」
の
子
ど
も
た

ち
、
み
ん
な
お
お
き
く
な
り
ま
し

た
。
も
う
す
ぐ
七
五
三
、
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。
ど

ん
な
服
を
着
る
の
か
な
？
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
絵
本
で
す
。

11月の新着図書11月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
は
じ
め
て
の
食
育
4
2
0
日　

毎
日
お
い
し
い
離
乳
食
』

祐
成 

二
葉 

著
／
主
婦
の
友
社

『
聴
こ
え
な
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
』　  

宮
本 

ま
ど
か 

著
／
幻
冬
舎

『
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ら
』
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井 

ま
か
て 

著
／
講
談
社

『
み
み
ず
く
ミ
ミ
ー
の
あ
み
も
の
の
た
び
』

　

ホ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
ン
‐
ブ
ラ
ウ
ン 

作
・
絵
、
お
び
か 

ゆ
う
こ 

訳

／
徳
間
書
店

『
ひ
ぐ
れ
の
ラ
ッ
パ
』　　
　
　
　

  

安
房 

直
子 

作
／
福
音
館
書
店

『
パ
ス
ワ
ー
ド
ド
ー
ド
ー
鳥
の
罠
』
　　

松
原 

秀
行 

作
／
講
談
社

◎おはなし会
かい

▽とき　11月13日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● おはなし『ならなしとり』
 ● えほん    『ことわざ絵

え

本
ほん

』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　11月27日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● えほん　『ぴょーん』
 ● エプロンシアター
　『グリーンマントのピーマンマン』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時 ▽ところ　市役所3階 ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階 ▽予約先　☎ 22-0931　※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

厳
し
い
取
り
立
て
が
続
く
場
合
に

は
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
回
の
相
談
者
は
、
借

金
の
際
に
親
族
や
勤
務
先
の
電

話
番
号
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
業
者
か
ら
接

触
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
支
払
わ

な
い
よ
う
親
族
等
に
も
伝
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

借
り
入
れ
の
前
に
、
ま
ず
確
認
を

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

違
法
な
金
融
業
者
を
利
用
し
な
い

こ
と
が
、
一
番
の
防
衛
策
で
す
。

疑
わ
し
い
場
合
は
、
主
た
る
営

業
所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

財
務
局
、
ま
た
は
都
道
府
県
の

貸
金
業
担
当
課
に
、
登
録
業
者

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

登
録
貸
金
業
者
情
報
の
検
索
も

で
き
ま
す（http://clearing.fsa.

go.jp/kashikin/index.php

）。

　

万
が
一
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
の
被

害
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
業
者
の

犯
罪
行
為
を
立
証
す
る
た
め
の
証

拠
が
、
重
要
と
な
り
ま
す
。
借
り

入
れ
・
返
済
の
状
況
が
わ
か
る
契

約
書
な
ど
の
資
料
、
業
者
と
の
や

り
と
り
の
録
音
テ
ー
プ
な
ど
を
残

し
て
お
き
、
警
察
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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＊ コーンチャウダー　　
　　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
1６９キロカロリー
たんぱく質 ……… 5.2g
カルシウム ……… 126 mg　　

　塩・こしょう ………… 適宜　
   バター ……………… 大さじ１
   小麦粉 …………… 大さじ１

☆たまねぎ …………… １個　
   コーン缶（クリーム） … 小１缶
   にんじん …………… 1/3 本
　牛　乳……………… カップ２
　パセリ ……………… 少々
　コンソメ …………… 小さじ１

もう一品がほしい時、とっ
ても簡単なスープです。52          

〈作り方〉

１　 にんじん、たまねぎをあらみじんに切る。パセリは、流水につけてお

き、みじん切りにする。 

２　 鍋にスープを作り、たまねぎ、にんじんを加えて煮る。

３　 コーン缶、牛乳を加え、塩、コショウで味付けをする。

４   常温でやわらかくしたバターに小麦粉を入れ、なめらかに混ぜる。少  
量のスープを加えてのばし、鍋に入れてとろみをつける。パセリを散ら
してさっと火をとおす。

牛乳の代わりに豆乳を入れて、片栗粉
でとろみをつけると、あっさりしたスー
プになり、冷やしてもおいしいです。ま
た、コーンの代わりに、かぼちゃを加え
るなどアレンジしてください。〔保育課〕

「
自
分
の
『
ノ
ー
ケ
イ
タ
イ

デ
ー
』
を
決
め
よ
う
」

　

最
近
、街
角
や
電
車
内
で
、中
・

高
校
生
（
小
学
校
高
学
年
児
童

も
）
が
、
ピ
コ
ピ
コ
と
携
帯
電

話
を
い
じ
っ
て
い
る
風
景
を
、

見
ま
す
。

　

も
と
も
と
会
話
を
す
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
携
帯
電
話
も
、

今
と
な
っ
て
は
そ
の
利
用
の
ほ

と
ん
ど
が
、「
メ
ー
ル
」
を
通
し

て
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
社
会
と
呼
ば

れ
る
日
本
社
会
、
も
は
や
一
人

に
一
台
の
携
帯
電
話
の
所
有
率

に
ま
で
達
し
て
い
る
、
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
、
携
帯

電
話
を
操
る
人
間
が
、
携
帯
電

話
に
操
ら
れ
て
い
る
世
の
中
に
、

な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
、
携
帯
電
話
は
便
利

で
す
。
緊
急
情
報
や
不
審
者
情

報
な
ど
の
、
安
全
や
安
心
を
、

即
座
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
悪
質

な
サ
イ
ト
な
ど
、
闇
の
部
分
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち

は
、
人
と
直
接
向
き
合
っ
て
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
て
く
る
単
語
と
い
え
ば
、「
ウ

ザ
イ
、
ヤ
バ
イ
」
な
ど
の
単
語

が
多
い
よ
う
で
す
。
も
は
や
薄
っ

ぺ
ら
い
人
間
関
係
し
か
作
れ
な

く
な
っ
た
の
か
、
と
も
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
携
帯
電

話
「
メ
ー
ル
」
だ
け
で
は
、
写

真
添
付
や
他
の
機
能
を
駆
使
し

た
と
し
て
も
、
相
手
の
息
づ
か

い
や
心
の
動
き
と
い
っ
た
も
の

は
、
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
携
帯
電
話
で
は
、

「
生
」
の
人
間
が
伝
え
ら
れ
な
い

の
で
す
。

　

そ
こ
で
提
案
で
す
。
思
い
切
っ

て
、
月
に
一
日
で
い
い
で
す
か

ら
、
自
分
の
「
ノ
ー
ケ
イ
タ
イ

デ
ー
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
に
一
度
ぐ
ら
い
、「
生
」
の
人

間
と
向
き
合
っ
て
話
す
る
の
も

結
構
い
い
と
思
う
し
、
人
間
関

係
も
深
ま
っ
た
り
、
違
う
自
分

を
発
見
し
た
り
す
る
、
良
い
機

会
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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大和高田市歯科医師会

義
歯　

そ
の
２　

　

い
わ
ゆ
る
、

　
　
　

入
れ
歯
に
つ
い
て

　

前
回
は
架
工
義
歯
、
ブ
リ
ッ

ジ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
床
義
歯
、
入
れ
歯
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

入
れ
歯
と
い
っ
て
も
、
１
〜

２
本
だ
け
の
極
小
の
部
分
入
れ

歯
か
ら
、
総
入
れ
歯
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

総
じ
て
、
利
点
と
欠
点
を
考
え

る
と
・
・
・

利
点

 

● 

比
較
的
、
治
療
期
間
が
短
い

 

● 

残
存
歯
を
、
ほ
と
ん
ど
さ
わ

　

ら
な
く
て
い
い

 

● 

い
つ
で
も
、
取
り
外
し
て
洗

　

え
る

欠
点

 

● 

床
（
あ
ご
）
付
き
な
の
で
、

　

違
和
感
が
あ
る

 

● 

大
き
な
も
の
に
な
れ
ば
、
食

　

物
の
温
度
や
味
が
、
頼
り
な

　

く
感
じ
る

 

● 

慣
れ
る
ま
で
、
発
音
が
し
に

　

く
い

な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
内
の
入
れ
歯
も
、

最
近
は
材
質
の
改
良
に
よ
っ
て
、

従
来
よ
り
も
か
な
り
薄
く
軽
く

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ご
の
一
部
を
チ
タ
ン
等
の
金

属
に
し
た
も
の
や
、
逆
に
金
属

の
留
め
金
を
な
く
し
、
見
栄
え

を
良
く
し
た
も
の
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
主
治
医
の
先

生
か
ら
よ
く
説
明
を
受
け
て
、

自
分
に
適
し
た
入
れ
歯
を
作
製

し
て
く
だ
さ
い
。　

　

い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、

基
本
的
に
「
入
れ
歯
」
と
い
う

も
の
は
、
な
じ
む
の
に
多
少
の

調
整
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
新
し
い
靴
で
靴
ず

れ
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
発
音
の
慣
れ
も
、

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
根

気
よ
く
、
主
治
医
と
と
も
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
点
、
最
も
大
切
な
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、日
々

の
手
入
れ
で
す
。
基
本
、
食
べ
た

後
は
、
必
ず
外
し
て
洗
う
こ
と
で

す
。
歯
と
留
め
金
、
歯
ぐ
き
と
入

れ
歯
の
間
は
、
装
着
し
た
ま
ま
で

は
絶
対
に
洗
え
ま
せ
ん
。
自
分
の

歯
と
入
れ
歯
は
、
別
々
に
手
入
れ

し
て
く
だ
さ
い
。
入
れ
歯
洗
浄
剤

の
Ｃ
Ｍ
で
は
、「
つ
け
て
お
く
だ

け
で
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
よ
う
な
、
誤

解
を
招
く
表
現
が
あ
り
ま
す
。
適

切
な
入
れ
歯
ブ
ラ
シ
で
、
丁
寧
に

磨
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
洗
浄
剤

は
、
細
菌
繁
殖
防
止
と
着
色
の
抑

制
の
た
め
の
補
助
用
品
、
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。
効
果
は
否
定
し

ま
せ
ん
が
、
洗
浄
剤
だ
け
で
は
、

本
当
に
奇
麗
に
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
ま
ず
手
で
洗
う
こ
と
を
、
第

一
と
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

次
回
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
で
も
入

れ
歯
で
も
な
い
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

「
ご
存
じ
で
す
か
、

　
　
　
　
　
介
護
の
日
」

　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
20
年

か
ら
11
月
11
日
を
、「
介
護
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
介
護
を
必
要

と
す
る
人
や
介
護
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す

一
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
一
度
「
介
護
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
環
境

で
、
尊
厳
を
保
ち
、
暮
ら
し
て

い
く
に
は
、
在
宅
で
の
介
護
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
介
護
を
す
る
家
族
の
負

担
は
、
考
え
る
以
上
に
大
き
な

も
の
で
す
。
介
護
者
自
身
が
心

身
と
も
に
疲
れ
き
り
、
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
虐
待
が
発

生
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

介
護
は
長
期
に
わ
た
る
た
め
、

家
族
だ
け
で
が
ん
ば
っ
て
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度

を
利
用
し
て
、
介
護
者
の
負
担

を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
人
が
、
地
域
で
孤
立
し

な
い
よ
う
、
高
齢
者
や
介
護
者

を
地
域
の
み
な
さ
ん
で
あ
た
た

か
く
見
守
り
、
支
え
あ
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
、

虐
待
や
成
年
後
見
制
度
に
関
わ

る
こ
と
な
ど
、
高
齢
者
の
暮
ら

し
に
関
わ
る
総
合
相
談
窓
口
で

す
。

　

高
齢
者
も
、
介
護
を
す
る
み

な
さ
ん
も
、
悩
み
を
抱
え
込
ま

な
い
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
誌
「
お
知
ら
せ
版
」

    

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
平
成
22

年
度
大
和
高
田
市
家
族
介
護
講

演
会
」
で
も
、「
出
前
相
談
」
を

お
こ
な
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
〔
地
域
包
括
支
援
課
〕

11


